
１．教育・保育

量の見込み 確保方策 利用量 確保量（定員）

幼児教育 1,447人 1,782人 971人 1,103人
利用ニーズに対して受け入れることがで
きた。

保育 5,084人 6,158人 4,907人 6,099人
利用ニーズに対して受け入れることがで
きた。

（令和7年4月1日現在）

２．地域子ども・子育て支援事業

量の見込み 確保方策 利用量 確保量

利用者支援事業
（地域すくすくサポート等）

20事業(14施設) 20事業(14施設) 20事業(14施設) 20事業(14施設)
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のな
い相談支援窓口を圏域毎に設置し、計画
通り実施できた。

地域子育て支援拠点事業
（地域子育て支援センター）

105,699人 105,699人 105,715人 105,715人
利用者が増加しており、親子が気軽に集
い、子育てについての相談や交流を行う
ことができた。

妊婦健康診査 25,554人回 25,554人回 21,332人回 21,332人回
妊産婦に対して必要な健康診査を実施す
ることができた。

妊婦等包括相談支援事業 11,531人回 11,531人回 11,030人回 11,030人回
妊娠期から子育て期にかけて定期的に面
談を行い、適時適切に支援を行うことが
できた。

産後ケア事業 644人日 644人日 977人日 977人日
宿泊型産後ケアの利用条件を緩和により
利用者が増加しており、産後の育児負担
を軽減することができた。

乳児家庭全戸訪問事業 1,647人 1,647人 1,243人 1,243人
見込みより乳児数は減少したが、訪問率
は99.３％と高い割合で実施できた。

養育支援訪問事業 825件 825件 829件 829件
養育の支援が必要な方に必要な相談・指
導・助言を行うことができた。

子育て世帯訪問支援事業 690人日 690人日 1,175人日 1,175人日
産前から産後また子育て期にかけて、家
事や育児の支援が必要な方にサービスを
提供することができた。

親子関係形成支援事業 285人 285人 224人 224人
親子の関係性や児への関わり方等に不安
を抱えている保護者に対し、講義やグ
ループワークを実施することができた。

子育て短期支援事業
（ショートステイ、トワイライトステイ）

77人日/年 77人日/年 108人日/年 108人日/年
児童を養育することが一時的に困難に
なった家庭の児童を、一時的に実施施設
や里親宅で預かることができた。

一時預かり事業
（幼稚園型以外）

7,057人回/年 7,057人回/年 7,167人回/年 7,167人回/年
利用ニーズに対して受け入れることがで
きた。

一時預かり事業
（幼稚園型）

52,277人回/年 52,277人回/年 37,990人回/年 37,990人回/年
利用ニーズに対して受け入れることがで
きた。

一時預かり事業
（ファミリー・サポート・センター事業）

3,990人回/年 3,990人回/年 3,682人回/年 3,682人回/年

頻回利用が減少したため利用量は見込み
を下回ったが、希望者に対して提供会員
とのマッチングを実施することができ
た。

病児保育事業 5,473人日/年 5,473人日/年 4,756人日/年 4,756人日/年
利用ニーズに対して受け入れることがで
きた。

乳児等通園支援事業 125人分 103人分 52人分 52人分
利用ニーズに対して受け入れることがで
きた。

延長保育事業 2,364人 2,364人 2,120人 2,120人
利用ニーズに対して受け入れることがで
きた。

放課後児童クラブ
（放課後児童健全育成事業）

3,397人 3,555人 3,496人 3,892人

　計画を上回る確保ができたが、地域に
よっては依然として待機が発生してお
り、継続して受入施設の確保が急務と
なっている。

（令和7年度）

評価

評価

東広島市こども計画（第３期東広島市子ども・子育て支援事業計画）における
子ども・子育て支援法に基づく「量の見込み」と確保方策の達成状況（令和7年度）

事業
計画 実績

事業
計画 実績

【資料２】


